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(57)【要約】
【課題】文字入力の手間を削減することができる内視鏡
装置およびプログラムを提供する。
【解決手段】メイン制御部１０は、文字入力用の画面の
表示指示が検出された場合に、お気に入り記憶部１８に
文字列が記憶されているか否かを判定する。メイン制御
部１０は、お気に入り記憶部１８に文字列が記憶されて
いないと判定されたときは、文字を選択するための第１
の部品を含む画面を表示するようにグラフィック生成部
１３を制御し、お気に入り記憶部１８に文字列が記憶さ
れていると判定されたときは、当該文字列を選択するた
めの第２の部品を含む画面を表示するようにグラフィッ
ク生成部１３を制御する。また、メイン制御部１０は、
第１の部品または第２の部品に対する操作が検出された
場合に、第１の部品または第２の部品に対応した文字ま
たは文字列を表示するようにグラフィック生成部１３を
制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を光電変換し撮像信号を生成する撮像素子と、前記撮像信号に基づく画像およ
び文字入力用の画面を表示するための表示信号を生成する表示信号生成部と、前記文字入
力用の画面を操作して文字を入力するための操作部とを備えた内視鏡装置において、
　文字列を記憶することが可能な文字列記憶部と、
　前記文字入力用の画面の表示指示を検出する表示指示検出部と、
　前記表示指示が検出された場合に、前記文字列記憶部に文字列が記憶されているか否か
を判定する判定部と、
　前記文字列記憶部に文字列が記憶されていないと判定されたときは、文字を選択するた
めの第１の部品を含む画面を表示するように前記表示信号生成部を制御し、前記文字列記
憶部に文字列が記憶されていると判定されたときは、当該文字列を選択するための第２の
部品を含む画面を表示するように前記表示信号生成部を制御する第１の制御部と、
　前記第１の部品または前記第２の部品に対する操作が検出された場合に、前記第１の部
品または前記第２の部品に対応した文字または文字列を表示するように前記表示信号生成
部を制御する第２の制御部と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記表示指示検出部は、文字入力用の外部機器が筐体に接続されたことを前記表示指示
として検出することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記外部機器の接続が解除されたことを前記文字入力用の画面の終了指示として検出す
る終了指示検出部をさらに備え、
　前記第１の制御部は、前記終了指示が検出された場合に、前記文字入力用の画面を非表
示とするように前記表示信号生成部を制御する
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記操作部の操作に応じて入力された文字列を前記文字列記憶部に記憶させる文字列登
録部をさらに備えたことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれかに記載の内視鏡装置
。
【請求項５】
　前記第１の制御部は、前記文字列記憶部に文字列が記憶されていると判定されたときは
、前記第１の部品と前記第２の部品の両方を含む画面を表示し、
　前記第２の制御部は、前記第１の部品に対する操作の結果に応じた文字列と前記第２の
部品に対する操作の結果に応じた文字とを結合して表示するように前記表示信号生成部を
制御する
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　被写体像を光電変換し撮像信号を生成する撮像素子と、前記撮像信号に基づく画像およ
び文字入力用の画面を表示するための表示信号を生成する表示信号生成部と、前記文字入
力用の画面を操作して文字を入力するための操作部とを備えた内視鏡装置を制御するコン
ピュータを、
　文字列を記憶することが可能な文字列記憶部と、
　前記文字入力用の画面の表示指示を検出する表示指示検出部と、
　前記表示指示が検出された場合に、前記文字列記憶部に文字列が記憶されているか否か
を判定する判定部と、
　前記文字列記憶部に文字列が記憶されていないと判定されたときは、文字を選択するた
めの部品を含む画面を表示するように前記表示信号生成部を制御し、前記文字列記憶部に
文字列が記憶されていると判定されたときは、当該文字列を選択するための部品を含む画
面を表示するように前記表示信号生成部を制御する制御部と、
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　前記第１の部品または前記第２の部品に対する操作が検出された場合に、前記第１の部
品または前記第２の部品に対応した文字または文字列を表示するように前記表示信号生成
部を制御する第２の制御部と、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文字入力が可能な内視鏡装置、およびその動作を制御するためのプログラム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常の文字入力装置では、「読み」を入力して漢字に変換することや、あらかじめ登録
された単語を含む文字列などを、その登録の際に指定した「読み」により呼び出して、そ
の「読み」を元の登録文字列に置き換えることが行われている（例えば特許文献１参照）
。工業用内視鏡を用いた検査では、工業用内視鏡で撮像した検査画像に関連する文字や記
号のデータを画像と共に記録することが良く行われる。工業用内視鏡を用いた検査で入力
する文字情報としては、例えば検査対象の名称や部位、検査者の名前、検査結果の合否な
どがある。このような文字情報を入力する場合も、通常の文字入力装置と同様の方法で文
字入力を行うか、変換機能を持たない装置の場合は、アルファベットや半角カタカナによ
る文字入力が行われている。
【特許文献１】特開昭６１－２４６８２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、工業用内視鏡を使用するユーザーが文字入力に使用する単語は、非常に特殊な
単語（検査対象として、例えば航空機や自動車エンジンの名称など）が多いが、入力した
い単語の種類は非常に限られているという特徴がある。こういった用途の場合、ユーザー
が毎回入力したい単語の読みを入力し、それに対応する変換候補の中から所望の単語を選
んで入力すると手間がかかるという問題があった。
【０００４】
　本発明は、上述した課題に鑑みてなされたものであって、文字入力の手間を削減するこ
とができる内視鏡装置およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、被写体像を光電変換し撮像信
号を生成する撮像素子と、前記撮像信号に基づく画像および文字入力用の画面を表示する
ための表示信号を生成する表示信号生成部と、前記文字入力用の画面を操作して文字を入
力するための操作部とを備えた内視鏡装置において、文字列を記憶することが可能な文字
列記憶部と、前記文字入力用の画面の表示指示を検出する表示指示検出部と、前記表示指
示が検出された場合に、前記文字列記憶部に文字列が記憶されているか否かを判定する判
定部と、前記文字列記憶部に文字列が記憶されていないと判定されたときは、文字を選択
するための第１の部品を含む画面を表示するように前記表示信号生成部を制御し、前記文
字列記憶部に文字列が記憶されていると判定されたときは、当該文字列を選択するための
第２の部品を含む画面を表示するように前記表示信号生成部を制御する第１の制御部と、
前記第１の部品または前記第２の部品に対する操作が検出された場合に、前記第１の部品
または前記第２の部品に対応した文字または文字列を表示するように前記表示信号生成部
を制御する第２の制御部とを備えたことを特徴とする内視鏡装置である。
【０００６】
　また、本発明の内視鏡装置において、前記表示指示検出部は、文字入力用の外部機器が
筐体に接続されたことを前記表示指示として検出することを特徴とする。
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【０００７】
　また、本発明の内視鏡装置は、前記外部機器の接続が解除されたことを前記文字入力用
の画面の終了指示として検出する終了指示検出部をさらに備え、前記第１の制御部は、前
記終了指示が検出された場合に、前記文字入力用の画面を非表示とするように前記表示信
号生成部を制御することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の内視鏡装置は、前記操作部の操作に応じて入力された文字列を前記文字
列記憶部に記憶させる文字列登録部をさらに備えたことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の内視鏡装置において、前記第１の制御部は、前記文字列記憶部に文字列
が記憶されていると判定されたときは、前記第１の部品と前記第２の部品の両方を含む画
面を表示し、前記第２の制御部は、前記第１の部品に対する操作の結果に応じた文字列と
前記第２の部品に対する操作の結果に応じた文字とを結合して表示するように前記表示信
号生成部を制御することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明は、被写体像を光電変換し撮像信号を生成する撮像素子と、前記撮像信号
に基づく画像および文字入力用の画面を表示するための表示信号を生成する表示信号生成
部と、前記文字入力用の画面を操作して文字を入力するための操作部とを備えた内視鏡装
置を制御するコンピュータを、文字列を記憶することが可能な文字列記憶部と、前記文字
入力用の画面の表示指示を検出する表示指示検出部と、前記表示指示が検出された場合に
、前記文字列記憶部に文字列が記憶されているか否かを判定する判定部と、前記文字列記
憶部に文字列が記憶されていないと判定されたときは、文字を選択するための部品を含む
画面を表示するように前記表示信号生成部を制御し、前記文字列記憶部に文字列が記憶さ
れていると判定されたときは、当該文字列を選択するための部品を含む画面を表示するよ
うに前記表示信号生成部を制御する制御部と、前記第１の部品または前記第２の部品に対
する操作が検出された場合に、前記第１の部品または前記第２の部品に対応した文字また
は文字列を表示するように前記表示信号生成部を制御する第２の制御部と、として機能さ
せるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、文字列記憶部に文字列が記憶されていると判定されたときは、その文
字列を選択するための第２の部品を含む画面が表示され、第２の部品に対する操作により
、第２の部品に対応した文字列の入力が可能となるので、文字入力の手間を削減すること
ができるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照し、本発明の実施形態を説明する。図１は、本発明の一実施形態によ
る内視鏡装置の構成を示している。図１に示すように内視鏡装置は、細長の挿入部１と、
筐体を構成する本体部２と、LCD等の外部表示装置８と、各種操作のための操作部１４と
を有している。
【００１３】
　検査者は、挿入部１をパイプなどの検査対象物に挿入し、外部表示装置８上に表示され
る画像を確認しながら、所望の検査部位にアクセスし、画像による検査・診断作業を行う
。挿入部１の先端には、交換可能な光学アダプタ１９が接続される。光学アダプタ１９は
、検査対象物からの光を結像する対物光学系４と、検査対象物を照明するLED５とを有し
ている。また、挿入部１の先端内には、入射光を光電変換し撮像信号に変換する撮像素子
３が配置されている。LED５によって照明された検査対象物の像は、対物光学系４によっ
て撮像素子３上に結像され、撮像素子３によって撮像信号に光電変換される。
【００１４】
　本体部２は、画像処理部６と、LED駆動部７と、画像合成部９と、メイン制御部１０と
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、外部機器接続検出部１１と、グラフィック生成部１３と、記録媒体読み書き部１５と、
記録媒体１６と、お気に入り記憶部１８とを有している。撮像素子３から出力された撮像
信号は映像信号（画像データ）に変換され、画像処理部６に入力される。画像処理部６は
、被写体である検査対象物を観察可能な画像を生成するために、ガンマ補正処理、エッジ
強調処理、デジタルズーム処理等の処理を映像信号に施す。
【００１５】
　グラフィック生成部１３は、メニュー表示等のグラフィックユーザーインターフェース
（以下GUIと記載）用のグラフィック画像信号を生成する。画像合成部９は、画像処理部
６によって処理された映像信号と、グラフィック生成部１３によって生成されたグラフィ
ック画像信号とを合成し、撮像素子３で撮像された検査対象物の画像や文字入力画面等を
表示するための表示信号を生成する。表示信号は外部表示装置８へ出力され、外部表示装
置８によって検査対象物の画像や文字入力画面等が表示される。
【００１６】
　LED駆動部７は光学アダプタ１９内のLED５を駆動する。外部機器接続検出部１１は、本
体部２への接続および本体部２からの取り外しが可能な外付け入力機器１２（例えばキー
ボード）の接続状態を検出する。操作部１４は、GUIを利用した画面操作により各種入力
を行うための入力機器である。また、操作部１４は、文字入力画面を起動するための画面
起動スイッチ１７を有している。メニュー操作や文字入力は、操作部１４または外付け入
力機器１２の操作によって行われる。
【００１７】
　メイン制御部１０は、図示せぬ不揮発性メモリに格納されているプログラムを実行し、
内視鏡装置内の各部を制御する。特に、文字入力に関しては、メイン制御部１０は、ユー
ザーによる操作部１４または外付け入力機器１２の操作内容に基づいてグラフィック生成
部１３を制御する。これによって、外部表示装置８に文字入力の結果が表示される。文字
入力の結果として生成された文字列は、メイン制御部１０内の図示せぬメモリ内に保存さ
れる。また、GUIによる文字入力を行うための文字入力画面の起動／終了（表示／非表示
）に関しては、メイン制御部１０は、ユーザーによる操作部１４の操作内容、または外部
機器接続検出部１１から通知される外付け入力機器１２の接続／非接続の状態変化に基づ
いて、文字入力画面の起動／終了（表示／非表示）を制御する。
【００１８】
　また、画像の記録に関しては、メイン制御部１０は記録媒体読み書き部１５を制御する
。記録媒体読み書き部１５は、メイン制御部１０による制御に従って、画像処理部６から
出力された画像データを記録媒体１６に書き込み、記録する。このとき、メイン制御部１
０内の図示せぬメモリ内に保存されている文字列も画像データの一部分として保存される
。記録媒体１６は、内視鏡装置に内蔵された記録媒体、または本体部２への接続および本
体部２からの取り外しが可能な外付けの記録媒体である。
【００１９】
　お気に入り記憶部１８は、ユーザーが所定の操作により予め登録した文字列（お気に入
り）を記憶する。登録された文字列は、複数の文字列をリスト化したお気に入りリストと
してお気に入り記憶部１８に保存される。この文字列は一単語で構成されていてもよいし
、複数の単語で構成されていてもよい。また、この文字列は数字や記号などを含むもので
あってもよい。お気に入り記憶部１８に保存されるお気に入りリストの数やお気に入りリ
スト内の文字列の数は特に問わない。
【００２０】
　次に、本実施形態による内視鏡装置の文字入力に関する動作を説明する。文字入力時に
はメイン制御部１０が、操作部１４または外付け入力機器１２から出力される信号に基づ
いて、ユーザーによる操作部１４または外付け入力機器１２の操作内容を検出し、その操
作内容に応じた制御を行う。本実施形態による内視鏡装置では、検査対象物の観察時など
にユーザーが文字入力を行うことが可能である。文字入力を行う場合、ユーザーは文字入
力画面を起動する。
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【００２１】
　図３（ａ）は、文字入力画面が起動する前の外部表示装置８の画面を示している。画像
処理部６によって処理された映像信号に基づく検査対象物の画像上に、グラフィック生成
部１３によって生成されたグラフィック画像信号に基づく文字列３００が表示されている
。この文字列３００は撮像条件や日時などを示している。この状態で文字入力を行う場合
、ユーザーは操作部１４を操作し、文字入力画面の起動指示（表示指示）を入力する。メ
イン制御部１０は、操作部１４から出力される信号に基づいて起動指示を検出する。続い
て、メイン制御部１０は、図２に示す手順に従って、文字入力に関する制御を実行する。
【００２２】
　起動指示を検出したメイン制御部１０は、文字入力画面の表示をグラフィック生成部１
３に指示する。グラフィック生成部１３は、文字入力画面を表示するためのグラフィック
画像信号を生成し、画像合成部９へ出力する。画像合成部９は、グラフィック生成部１３
から出力されたグラフィック画像信号を外部表示装置８へ出力する。外部表示装置８は、
グラフィック画像信号に基づいて文字入力画面を表示する（ステップＳ１００）。
【００２３】
　続いて、メイン制御部１０は、お気に入り記憶部１８に保存されているお気に入りリス
ト内の登録済み文字列の有無を確認する（ステップＳ１０１）。お気に入りリスト内に登
録済み文字列がある場合（ステップＳ１０２でＹＥＳの場合）、メイン制御部１０は文字
入力モードをお気に入りモードに設定する（ステップＳ１０３）。また、お気に入りリス
ト内に登録済み文字列がない場合（ステップＳ１０２でＮＯの場合）、メイン制御部１０
は文字入力モードを文字ボタンモードに設定する（ステップＳ１０４）。
【００２４】
　お気に入りモードは、お気に入りリストに登録済みの文字列からユーザーが所望の文字
列を選択することで文字入力を行うモードである。文字入力モードがお気に入りモードの
場合（ステップＳ１０５でＹＥＳの場合）、メイン制御部１０は、お気に入り記憶部１８
に保存されているお気に入りリストを読み出し、お気に入りリスト内の文字列を含む文字
入力画面を表示するためのグラフィック画像信号を生成するようにグラフィック生成部１
３を制御する（ステップＳ１０６）。
【００２５】
　図４は、お気に入りモードで文字入力画面が起動したときの外部表示装置８の画面を示
している。画面には、文字入力を行うためのGUI部品であるボタンなどが表示される。文
字入力画面に表示する言語は特に問わない。候補欄４００には、お気に入りリスト内の文
字列が表示される（図４（ａ））。特に、候補欄４００の一行目には、お気に入りリスト
内の先頭の文字列が表示され、その文字列が選択された状態となる。候補欄４００の所望
の文字列が表示されている行が選択されている状態で、ユーザーが操作部１４の操作によ
り文字列の入力を指示すると、上記の文字列が入力欄４１０に表示される（図４（ｂ））
。
【００２６】
　文字ボタンモードは、ユーザーが所望の文字に対応した文字ボタンを操作することで文
字入力を行うモードである。文字入力モードが文字ボタンモードの場合（ステップＳ１０
５でＮＯの場合）、メイン制御部１０は、文字ボタンを含む文字入力画面を表示するため
のグラフィック画像信号を生成するようにグラフィック生成部１３を制御する（ステップ
Ｓ１０７）。
【００２７】
　図５は、文字ボタンモードで文字入力画面が起動したときの外部表示装置８の画面を示
している。候補欄５００は空白の状態で表示される（図５（ａ））。文字ボタン５２０は
、文字を選択するためのGUI部品である。文字ボタン５２０の所望のボタンが選択されて
いる状態で、ユーザーが操作部１４によりボタンを操作すると、そのボタンに対応した文
字から始まる文字列が候補欄５００に表示される（図５（ｂ））。候補欄５００の所望の
文字列が選択された状態で、ユーザーが操作部１４の操作によりボタンを操作すると、そ
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の文字列が入力欄５１０に表示される。
【００２８】
　ステップＳ１０６およびステップＳ１０７に続いて、メイン制御部１０は、操作部１４
から出力される信号に基づいて文字入力画面の終了要求の有無を判定する（ステップＳ１
０８）。終了要求がない場合（ステップＳ１０８でＹＥＳ）、メイン制御部１０は文字入
力処理を実行する（ステップＳ１０９）。また、終了要求があった場合（ステップＳ１０
８でＮＯ）、メイン制御部１０は、文字入力画面を非表示とし、確定した文字列を表示す
るようにグラフィック生成部１３を制御し、文字入力に関する制御を終了する。
【００２９】
　以下、ステップＳ１０９の文字入力処理の詳細を説明する。お気に入りモードで文字入
力画面が起動した場合、図４（ａ）に示したように候補欄４００には、お気に入りリスト
内の文字列が表示される。前候補ボタン４２０および次候補ボタン４２１の操作により、
文字列を切り替えて表示することが可能である。ユーザーは操作部１４の操作により、入
力したい文字列が表示されている候補欄を選択し、さらに文字列の入力を指示する操作を
行う。この操作が行われると、メイン制御部１０は、選択された文字列を入力欄４１０に
表示するようにグラフィック生成部１３を制御する。ユーザーが上記の操作を繰り返すこ
とにより、お気に入りリスト内の文字列を組み合わせた文字列を入力することが可能であ
る。
【００３０】
　また、文字ボタンモードで文字入力画面が起動した場合、図５（ａ）に示したように文
字ボタン５２０が選択された状態となる。ユーザーは操作部１４の操作により、入力した
い文字が表示されているボタンを選択し、さらに文字の入力を指示する操作を行う。この
操作が行われると、メイン制御部１０は、図示せぬ記憶部から単語辞書を読み出し、選択
された文字に対応する文字変換の複数の候補を検索する。メイン制御部１０は、検索した
複数の候補を候補欄５００に表示するようにグラフィック生成部１３を制御する。
【００３１】
　ユーザーは操作部１４の操作により、候補欄５００に表示された文字列の候補の中から
、入力したい文字列を選択し、さらに文字列の入力を指示する操作を行う。この操作が行
われると、メイン制御部１０は、選択された文字列を入力欄５１０に表示するようにグラ
フィック生成部１３を制御する。ユーザーが上記の操作を繰り返すことにより、所望の文
字列を組み合わせた文字列を入力することが可能である。文字ボタンモードで文字入力を
行う場合には、ユーザーがまず文字ボタンを操作し、続いて表示される文字列の一覧から
所望の文字列を選択する必要があるが、お気に入りモードで文字入力を行う場合には、自
動的に表示される文字列の一覧から所望の文字列を選択するだけで良いので、文字入力に
必要な操作を削減することができる。
【００３２】
　本実施形態では、お気に入りモードによる文字入力と、文字ボタンモードによる文字入
力とを併用することも可能である。お気に入りモードで文字入力画面が起動した場合には
、図４（ａ）に示したように、文字ボタン４３０も表示される。ユーザーが操作部１４の
操作により、入力したい文字が表示されているボタンを選択すると、メイン制御部１０は
動作モードをお気に入りモードから文字ボタンモードに切り替える。この後、ユーザーは
文字ボタンモードによる文字入力を行うことが可能となる。
【００３３】
　また、文字ボタンモードで動作中に、ユーザーが操作部１４の操作により、お気に入り
呼出ボタン４４０またはお気に入り呼出ボタン５３０を操作すると、メイン制御部１０は
動作モードを文字ボタンモードからお気に入りモードに切り替える。この後、ユーザーは
お気に入りモードによる文字入力を行うことが可能となる。お気に入りモードによる文字
入力と、文字ボタンモードによる文字入力とが連続的に行われた場合、メイン制御部１０
は、お気に入りリスト内の文字列と単語辞書を用いた変換文字列とを結合して表示するよ
うにグラフィック生成部１３を制御する。
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【００３４】
　ユーザーが操作部１４の操作により確定ボタン４５０または確定ボタン５４０を操作す
ると、入力した文字列が確定する。確定ボタン４５０または確定ボタン５４０の操作を検
出した場合、メイン制御部１０は、文字入力画面を終了し、確定した文字列を検査対象物
の画像に重畳するため、画像処理部６、画像合成部９、およびグラフィック生成部１３を
制御する。この結果、図３（ｂ）に示すように、文字入力画面が起動する前の画面が再度
表示され、確定した文字列３１０が重畳して表示される。また、確定した文字列は、メイ
ン制御部１０内の図示せぬメモリ内に保存される。
【００３５】
　その後、ユーザーが操作部１４の操作により画像の記録指示を入力すると、メイン制御
部１０は画像の記録制御を開始する。メイン制御部１０は、画像処理部６から出力された
画像データに対して、図示せぬメモリ内に保存した文字列を付加し、記録媒体読み書き部
１５へ出力する。記録媒体読み書き部１５は、文字列が付加された画像データを記録媒体
１６に書き込み、記録する。また、既に記録媒体１６に記録されている画像データを編集
対象として文字入力が行われた場合には、メイン制御部１０は記録媒体読み書き部１５を
制御し、記録媒体１６に保存されている画像データに文字列を付加する。
【００３６】
　次に、お気に入りリストに文字列を登録する場合の動作を説明する。ユーザーは上記の
お気に入りモードまたは文字ボタンモードによる文字入力を行い、登録したい文字列を入
力する。図６（ａ）に示すように、入力された文字列は入力欄６００に表示される。続い
て、ユーザーが操作部１４の操作により、お気に入り登録ボタン６１０を操作すると、メ
イン制御部１０は、お気に入り記憶部１８に保存されている現在のお気に入りリスト内の
登録済み文字列を候補欄６２０に表示するようにグラフィック生成部１３を制御する。お
気に入りリストに文字列が１つも登録されていない場合には、候補欄６２０は空白の状態
となる。
【００３７】
　ユーザーは操作部１４の操作により、文字列を登録したい行を指定する。図６（ａ）は
、１行目が選択された状態を示している。続いて、ユーザーは操作部１４の操作により、
選択した行に対して文字列を登録する操作を行う。この操作を検出したメイン制御部１０
は、候補欄６２０の１行目に表示されている文字列に対応したお気に入りリスト内の文字
列を、入力欄６００に表示されている文字列に置き換え、お気に入り記憶部１８に保存す
る。また、メイン制御部１０は、候補欄６２０の１行目に表示されている文字列を、入力
欄６００に表示されている文字列に置き換えて表示するようにグラフィック生成部１３を
制御する。この結果、図６（ｂ）に示すように、候補欄６２０の１行目の文字列が更新さ
れる。また、空白の行が文字列の登録先として選択された場合には、その行に対して、ユ
ーザーが登録を希望する文字列が表示されると共に、お気に入りリスト内に新たに文字列
が追加される。
【００３８】
　次に、本実施形態の変形例を説明する。以下のようなインポート・エクスポートの機能
により、お気に入りリストを他の装置と共有することも可能である。お気に入りリストを
他の装置用に出力（エクスポート）する場合、ユーザーは操作部１４の操作によりエクス
ポートの指示を入力する。この指示を検出したメイン制御部１０は、お気に入り記憶部１
８からお気に入りリストを読み出し、記録媒体読み書き部１５の制御により、記録媒体１
６にお気に入りリストを書き込み、記録する。
【００３９】
　また、他の装置で作成されたお気に入りリストを入力（インポート）する場合、ユーザ
ーは操作部１４の操作によりインポートの指示を入力する。この指示を検出したメイン制
御部１０は、記録媒体読み書き部１５の制御により、記録媒体１６からお気に入りリスト
を読み出し、お気に入り記憶部１８にお気に入りリストを書き込む。
【００４０】
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　また、記録媒体１６を介して他の装置とお気に入りリストの受け渡しを行うだけでなく
、外付け入力機器１２として他の装置を接続してお気に入りリストの受け渡しを行っても
よい。あるいは、ネットワークを介した通信により、他の装置とお気に入りリストの受け
渡しを行ってもよい。
【００４１】
　また、ユーザーが操作部１４の操作により文字入力画面の起動指示を入力する以外に、
画面起動スイッチ１７の操作により起動指示を入力することも可能である。ユーザーが画
面起動スイッチ１７を操作すると、メイン制御部１０は起動指示の入力を検出する。続い
て、メイン制御部１０は、図２に示した手順に従って、文字入力に関する制御を実行する
。
【００４２】
　また、ユーザーが外付け入力機器１２を接続することにより起動指示を入力することも
可能である。ユーザーが外付け入力機器１２（例えばキーボード）を本体部２に接続する
と、外部機器接続検出部１１は、外付け入力機器１２が接続されたこと（言い換えると、
外付け入力機器１２が非接続状態から接続状態に変化したこと）を検出し、メイン制御部
１０に通知する。外部機器接続検出部１１から通知を受けたメイン制御部１０は、図２に
示した手順に従って、文字入力に関する制御を実行する。外付け入力機器１２としてキー
ボードが接続された場合、ユーザーがキーを押すと、そのキーに対応した文字が文字入力
画面の入力欄に表示され、文字入力が可能となる。
【００４３】
　さらに、文字入力画面が表示されている状態で、ユーザーが外付け入力機器１２を本体
部２から取り外す（言い換えると、外付け入力機器１２の接続を解除する）ことにより、
文字入力画面の表示を終了する指示を入力することも可能である。ユーザーが外付け入力
機器１２を本体部２から取り外すと、外部機器接続検出部１１は、外付け入力機器１２が
取り外されたこと（言い換えると、外付け入力機器１２が接続状態から非接続状態に変化
したこと）を検出し、メイン制御部１０に通知する。外部機器接続検出部１１から通知を
受けたメイン制御部１０は、文字入力画面を非表示とし、文字入力画面の起動前の画面を
表示するように、画像処理部６、画像合成部９、およびグラフィック生成部１３を制御す
る。
【００４４】
　また、以下のようにして、お気に入りリストに文字列を登録するようにしてもよい。入
力された文字列の履歴を使用頻度と共に記憶する履歴記憶部を設けておき、メイン制御部
１０は、入力結果に基づいて履歴記憶部内の使用頻度を更新する。すなわち、メイン制御
部１０は、入力された文字列と同一の文字列を履歴記憶部内の文字列から検索し、同一の
文字列があった場合、その文字列の使用頻度を更新する。また、使用頻度が所定値を超え
た場合、メイン制御部１０は、その使用頻度に対応した文字列を履歴記憶部から読み出し
、お気に入り記憶部１８内のお気に入りリストに追加する。このように、使用頻度の高い
文字列をお気に入りリストに自動的に登録することによって、登録の手間を削減すること
ができる。
【００４５】
　上述したように、本実施形態によれば、お気に入り記憶部１８に登録済み文字列が記憶
されている場合には、その文字列を選択するためのGUI部品（候補欄やボタンなど）を含
む文字入力画面が表示され、そのGUI部品に対する操作により、そのGUI部品に対応した文
字列の入力が可能となる。この文字列は、読みを入力しなくても、文字列の一覧から選択
することで入力することが可能なので、文字入力の手間を削減することができる。また、
お気に入り記憶部１８に登録済み文字列が記憶されていない場合には、入力した読みに対
応した変換候補を選択する一般的な方法により文字入力を行うことができる。
【００４６】
　また、外付け入力機器１２が本体部２に接続されたことを検出して文字入力画面を起動
することによって、文字入力画面の起動に必要な手間を削減することができる。さらに、
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によって、文字入力画面の終了に必要な手間を削減することができる。
【００４７】
　また、ユーザーが入力した文字列をお気に入り記憶部１８内のお気に入りリストに保存
することによって、ユーザーが自身の意思で好みの文字列をお気に入りリストに登録する
ことができる。
【００４８】
　また、文字入力画面を切り替えることなく、お気に入り入力モードと文字ボタンモード
の両方による文字列の入力を可能とすることによって、文字入力の操作性を向上すること
ができる。
【００４９】
　以上、図面を参照して本発明の実施形態について詳述してきたが、具体的な構成は上記
の実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含ま
れる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の一実施形態による内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による内視鏡装置の動作の手順を示すフローチャートである
。
【図３】本発明の一実施形態における文字入力前後の画面を示す参考図である。
【図４】本発明の一実施形態における文字入力時（お気に入りモード）の画面を示す参考
図である。
【図５】本発明の一実施形態における文字入力時（文字ボタンモード）の画面を示す参考
図である。
【図６】本発明の一実施形態における文字入力時（お気に入り登録時）の画面を示す参考
図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１・・・挿入部、２・・・本体部、３・・・撮像素子、４・・・対物光学系、５・・・
LED、６・・・画像処理部、７・・・LED駆動部、８・・・外部表示装置、９・・・画像合
成部（表示信号生成部）、１０・・・メイン制御部（表示指示検出部、判定部、第１の制
御部、第２の制御部、文字列登録部、終了指示検出部）、１１・・・外部機器接続検出部
（表示指示検出部、終了指示検出部）、１２・・・外付け入力機器、１３・・・グラフィ
ック生成部（表示信号生成部）、１４・・・操作部、１５・・・記録媒体読み書き部、１
６・・・記録媒体、１７・・・画面起動スイッチ、１８・・・お気に入り記憶部（文字列
記憶部）、１９・・・光学アダプタ
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